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1 はじめに
近年,学習障碍という言葉を耳にする機会が増えて
きており, 学習障碍がある児童生徒に対して,その特
性に応じた支援が行われるようになってきている. し
かし,日本のような読み書きができて当たり前の社会
では, 依然として読み書きに対する学習障碍がある
児童生徒は大きなストレスを抱えて生活せざるを得
ない状態である.
本研究では,学習障碍児の抱えている漢字読み書き
のストレスの軽減を目的として, 漢字読み書き支援
システムを開発し, 実際に学習障碍がある児童生徒
に使ってもらいシステムに対する評価を行う.

2 学習障碍
2.1 学習障碍とは
学習障碍の定義 [1]は以下の通りである. 「学習障
害とは，基本的には全般的な知的発達に遅れはない
が，聞く，話す，読む，書く，計算する又は推論す
る能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難
を示す様々な状態を指すものである.学習障害は，そ
の原因として，中枢神経系に何らかの機能障害があ
ると推定されるが，視覚障害，聴覚障害，知的障害，
情緒障害などの障害や，環境的な要因が直接的な原
因となるものではない」
2.2 学習障碍の分類
学習障碍には大きく分けて言語性学習障碍と非言
語性学習障碍の 2つある. 言語性学習障碍は音や言
葉の聞き分けと理解, 言語表現などの聴覚的な言語
面で問題 [2]がある. 非言語性学習障碍は,形や位置
などの視覚的理解が困難 [2]である.
学習障碍があるからといって,必ずしも言語性・非
言語性のどちらかに分けられるわけではない. これ
らの特性に加えて視覚情報と聴覚情報の連合の弱さ
や記憶の弱さが加わることもある. 漢字の読み書き
困難の要因としては, 視覚的な情報である漢字その
ものを捉えること,記憶することの困難さと同時に,
視覚的な情報である漢字と聴覚的な情報であるよみ
がなとの連合が困難である場合に生じる.
児童生徒の特性を理解し,特性に応じた支援が必要

である.
3 システム
本システムは, 読めない漢字を調べるための「読

み」システムと書きたい漢字を調べるための「書き」
システムで構成した. いずれのシステムも視覚刺激
の捉えの弱さ,視覚刺激である漢字と聴覚刺激である
読みの連合の弱さといった特性を支援することを目
的とした.
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3.1 「読み」システム
「読み」システムの構成を図 1に示す. ユーザは

デジタルカメラで調べたい漢字を写真に撮り, PCと
接続する. システムは PC上にカメラの画像を取り
込み,文字認識を行う. システムが漢字の認識をする
ことで, ユーザーが抱える視覚刺激としての漢字の
捉えの弱さを補助することが出来ると考える. シス
テムは認識結果として漢字の読み,意味,漢字に対応
した絵を表示する. 絵を提示することで,ユーザーは
漢字の記憶がしやすくなると考える.

図 1: 「読み」システムの構成

3.2 「書き」システム
「書き」システムの構成を図 2に示す. ユーザは

まず調べたい漢字の読み仮名を入力することで, シ
ステムは変換候補となる漢字とその漢字に対応した
絵を表示する (図 3). 絵を提示することで,ユーザー
は適切な漢字を選択しやすくなると考える.

図 2: 「書き」システムの構成

図 3: 書きシステムの漢字選択部分

3.3 辞書データベース
辞書データベースは漢字,音読み,訓読み,意味,絵

の情報を管理している. データベースには小学 1年
から 4年までの漢字 640個が登録されており, 登録
している絵の多くは漢字の訓読みを中心に書いてあ
る. 熟語の登録はしていない.

4 実験
4.1 実験に参加した学習障碍生徒
実験に参加した学習障碍の生徒は公立中学校2年男
子である. 言語性 IQ86,動作性 IQ93,全 IQ88(WISC-
III)であり, 漢字の読み書きに困難を抱えている. 実
験開始前小学 3年の漢字を学習を行っていた.
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4.2 問題設定
読みの実験は,事前の漢字読みテストを行ってもら

い,出来なかった問題を➀漢字辞典と➁「読み」シス
テムを使って調べてもらった. 漢字辞典で調べる際に
は,総画索引から調べる方法を用いた. 書きの実験は,
事前の漢字書きテストを行ってもらい,出来なかった
問題を➀国語辞典と➁「書き」システムを使って調べ
てもらった. 読み実験,書き実験で,調べた漢字が正
解かどうか,調べるのにかかった時間を記録した.

4.3 実験デザイン
特定個人の行動に対する効果を詳細に調べるため
の研究法に一事例研究法がある. 今回の実験デザイ
ンは一事例研究法の操作交代デザインを基に作成し
た. 操作交代デザインは複数の支援の効果を比較す
ることが出来る. そして,どんなやり方が一番よいの
だろうか [3]を知ることが出来る.
基本的に 1セット 3つずつの漢字を 4セット行った.

4.4 事前準備
実験を行う前に,漢字辞典,国語辞典,「読み」シス

テム,「書き」システムの使用方法の指導を行い, 使
う上での問題点の洗い出しを行った.
読みシステム,国語辞典,書きシステムに関しては,

問題なく使えていた. 漢字辞典に関しては漢字の画
数を数えることに問題があることが分かった. 実験
を行っている最中に画数を間違えてしまった場合, 漢
字が見つからずに,対象児童に負担がかかる恐れがあ
る. 時間をかけて,画数を数えなおして漢字を見つけ
たりする可能性はあるが,今回は画数を間違えて漢字
辞典を調べようとした場合には正しい画数を教えて,
その画数で調べてもらうこととした.

4.5 実験結果
図 4は漢字読みに対して,➀漢字辞典で調べたとき

の平均時間と, ➁「読み」システムで一回の写真取り
込みで複数の漢字を調べた時の平均時間である. 「読
み」システムのデータカーブと漢字辞典のデータカー
ブが縦に分離しており,平均時間に違いがある. さら
に,12問ずつ調べることを行ったが,正解数は「読み」
システムが 12問,漢字辞典が 6問となった. 間違え
た 6問のうち 5問は画数間違いによるものであった.
「読み」システムではカメラで漢字を撮り認識を行う
ため,画数を調べることが必要がなく, 大きな差がで
たと考える.

図 4: 読みの漢字 1つを調べるのにかかる平均時間
図 5は漢字書きに対して,➀国語辞典と➁「書き」シ

ステムで調べた場合の平均時間である. 2つのデータ
カーブが縦方向に分離しており,平均時間に違いがあ
る. 「書き」システムと国語辞典で 12問ずつ漢字を
調べたが, それぞれ正解数が 12問,11問であり正解
数に関して大きな差が見られなかった. 何ページも

ある辞典の中から目的の漢字を調べるより, 複数の漢
字の中から適切な絵を選択する「書き」システムが
早いことが分かる. 漢字と共に絵を表示することで,
漢字を選択するスピードを高めていることが結果に
表れている.

図 5: 書きの漢字 1つを調べるのにかかる平均時間
4.6 アンケート
支援システムの妥当性およびシステムを使う上で
のストレスを明らかにする目的で, 実験が終わった後
にアンケートを実施した.

• 今よりも漢字を読み書きできるようになりたい
• 漢字を調べるとき,このシステムは役に立つ
• 漢字を調べるときに, このシステムをまた使い
たい

• このシステムを使って,うまく漢字を調べること
が出来た

• このシステムで漢字を調べるのはやさしい
• 漢字辞典より「読み」システム, 国語辞典より
「書き」システムの方が操作が簡単

• デジタルカメラは使いにくくも, 使いやすくも
ない

• 絵は面白かった
アンケート結果より,支援は妥当であったと考える.
このシステムにより漢字を容易に調べることができ,
辞典を使うよりストレスが小さいことが伺える.

5 結論
デジタルカメラに慣れるまで時間がかかるが, 読
みシステムを使うことで視覚刺激である漢字の捉え
を補助することができ, 画数間違えがなくなりスムー
ズに漢字を調べることができる. 「書き」システム
で漢字と絵を一緒に提示することで聴覚刺激である
よみと視覚刺激である漢字との連合を補助すること
ができ, 書きたい漢字を国語辞典より早く調べるこ
とができる. 「読み」「書き」システムの両方で,辞
典よりも簡単に調べることができる.
漢字の複数の意味,熟語への対応やこのシステムを
使った際の学習効果の測定が今後の課題である.
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